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18 歳から 44 歳までが 62.8％を占めている。ヨガ人口
は 2008 年の 1580 万人から 29％の増加、経済面から
見ると、ヨガのクラスやヨガ関連商品に年間 103 億ド












Yoga： A Note on the Globalization of Culture
KAWAHARA Kazue
Abstract :  Yoga has become one of the popular physical exercises for many people in advanced countries 
in recent years. It is generally acknowledged as “a kind of Indian ancient way of training”,“a practice 
including certain postures （asanas）, breathing, and meditation” and “a proved way for good health.” Various 
combinations of these three mythical elements seem to attract modern people. The purpose of this study is to 
consider how “modern yoga” which contains these elements has been elaborated and disseminated. The process 
of the dissemination of yoga can be seen as a case of the globalization of culture. This paper tries to trace, as a 
ﬁrst step, how traditional Indian yoga came into the worldwide spotlight in the end of the 19th century focusing 






















いる。3 つの要素のうち、どれか 1 つを欠いた場
合でも、ある程度の改善効果がある。（「運動で健康

















































けるとすれば」 として （1） ラージャ・ヨーガ （心理的）
（2） ハタ・ヨーガ （生理的）（3） カルマ・ヨーガ （倫理
的）（4） バクティ・ヨーガ （宗教的）（5） ラヤ・ヨーガ 
（心霊的）（6） ジュニャーナ・ヨーガ （哲学的）（7） マ




















































思想 12 と、（1） 禁戒 （ヤマ）（2） 勧戒 （ニヤマ）（3） 座
法 （アーサナ）（4） 調息法 （プラーナーヤーマ）（5） 制
感 （プラティヤーハラ）（6） 凝念 （ダーラナー）（7） 静











強さ」 や 「努力」 といった意味をもち、内なる 「ハ」









似ている」 と述べている 1 4。山下もゴーラクナータ























ピカー』 （16 ～ 17 世紀）、『ゲーランダ・サンヒター』 




































































































































































































































































ガ） の語を当てている。これら 4 つのうち、「カルマ・




すること」 をめざす 「人間の精神」 に関わる教えであ
































































かれたクェーカー （フレンズ） は、揺れる （quake） と
いう方法によって、救済を得ようとした。この形、す
なわち儀礼をとれば、聖職者に限られていた高みに、
非聖職者 （素人信者） が登れるのであった」 と、アメ
リカで方法論が容易に魂の救済に結びつけられたこと
を指摘している 34。身体を媒介に 「聖職者に限られて


































































































1 Yoga を、日本では 「ヨガ」 あるいは 「ヨーガ」 と呼んで
きた。山下博司は語源であるサンスクリット語は 「ヨー
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